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第１７６回和光市環境づくり市民会議定例会(全体会議)要旨

日 時 令和４年１０月１８日(火) 午後２時～午後４時３０分

場 所 ６０３会議室

出席者 ４名

峯岸正雄、高橋勝緒、友國洋、西沢和美

傍聴者 なし

事務局 環境課主幹 阿部、中島

１ 開会

l 会長あいさつ

２ 議題

⑴環境関係団体交流会

≪会長から交流会開催について説明≫

和光市環境づくり市民会議では、会員の見識を深めるため、フィールドワークや他団

体との交流会を実施している。今回は、市内で活動されている方々との交流及び意見交

換の機会を設けたく、企画した。各団体から活動内容についてご紹介いただき、その後、

自由な意見交換をしたい。

参加団体

<和光自然環境を守る会>

活動場所：越戸川、設立２７年、活動日：毎月第１土曜日、第２木曜日

川の美化活動や環境啓発活動、水質調査などを実施している。

小学５年生（北原、新倉小）を対象に総合学習を実施。

２大イベント：越戸川まつり、夏休みジャブジャブ大会

<上谷津ふれあいの森を守る会>

活動場所：上谷津ふれあいの森、活動日：毎月第２土曜日

森の維持管理を行っている。木の剪定や花壇の手入れ、側道沿いの清掃など。

若い人が積極的に加入できるような取り組みをしていきたい。

<和光樹林公園 野の花の会>

活動場所：和光樹林公園 ２０１５年設立

公園内の草地で植物の保全活動を実施している。

自然観察会を実施したり、オンライン上で見れる花マップを作成した。

草刈りを機械ではなく手で刈ることで、花畑を出現させた。

<赤池・シャロン会>

活動場所：赤池児童遊園地、ふたば公園、上谷津公園など

越戸川遊歩道の花壇、新倉２丁目赤池地区の公園花壇づくり、赤池親水公園遊歩道

の清掃活動など、環境美化活動を実施。
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<生活クラブ生協和光支部（和光市消費者団体連絡会に加入）>

組合員数（和光市）：約４５０人

食と環境・エネルギーと福祉の３つの分野で活動をしている。

サスティナブルな未来の実現を目指し、「生活クラブ２０３０行動宣言」を出した。

食べ物の遺伝子操作への反対活動、ゴミとＣＯ２削減、再生可能エネルギーの普及

などに取り組んでいる。

<ＮＰＯ法人 和光・緑と湧き水の会>

活動場所：新倉ふれあいの森、富澤湧水、大坂ふれあいの森、和光樹林公園内

湧水・緑地等の自然環境を調査し、保全活動を進め、観察会を実施している。

過去には、和光市全体の湧水、井戸の調査をし、和光市自然環境マップを作成した。

意見交換

・谷中川の源流域を調べたいと考えているが、資料や調査方法について情報提供をお願

いしたい。

・開発によって市内の湧き水や豊かな自然が減ってきている。

・熊野神社の裏に池があるが、どこが管理しているのか。みんなが見られるようにして

欲しい。

・活動を継続する中で、マンパワーの確保が問題となっているが、皆さんはどうか。

→昔はボランティアは無償で行うものとされていたが、多少の報酬があってもよいの

ではないか。現在、団体の高齢化が進んできている。若い人にとって活動するメリ

ットが必要なのではないか。

→和光市はほとんどの団体が無償で活動をしている。市と団体が協働していくにあた

り、有償にする必要があるのではないか。

→福島でボランティア活動をしている方の話を聞いた。復興資金などのバックアップ

があり、ボランティアに報酬を支払っている。会長などコアな人達は、理念を持っ

て活動しているが、周囲のスタッフの中には、お金のために集まってきている人も

いる。有償化してしまうと有償であるのが当然となり、無償では動いてくれなくな

る。組織の運営が難しくなってきてしまう。

・立ち上げ間もない団体は、会員も少なく資金もない。助成金がなければ何も出来ない。

→市の（金銭的）支援が必要なのではないか。善意で団体が立ち上がっても消えてし

まう。保全活動はタダと思われている。

・市全体で、環境関連の共通の基金を作り、マンパワーを集められる仕組みを作って欲

しい。

⑵第３次和光市環境基本計画実行計画令和３年度実施状況評価について

<事務局から説明>

今度のスケジュールについて、年内か１月上旬までに３回程度会議を開催し、評

価を取りまとめていただきたい。その結果を環境審議会に付議し、市長・教育長と

の懇談会も開催していく予定。望ましい姿１は地球温暖化に関する内容になるが、

望ましい姿１から４までの全体について意見をいただきたい。
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意見等

l 評価の様式について、委員による評価欄を設けて再送して欲しい。

l 各課による自己評価の仕方について

・各課による評価の尺度がだいぶ異なっているのではないか。

→（事務局）来年度以降、評価の尺度を統一させていきたい。

・２課以上にまたがる場合、課ごとではなく施策に対して評価すればいいので

はないか。

l 市民会議会員による評価の仕方について

・実行計画がいつまでに何をやるかが明記されてないので、評価が難しい

・感想文の様な評価になってしまう。

・自分の意見を出すため、取組内容に対する質問でも良い。

⑶その他

次回は、１１月１５日（火）１５時から

３ 閉会


